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AO60509  

Figure2  ConcentTation－Inhib壬tionCurveBasedoni，VaJuesCalculatedtiomtheGrowthRates   
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AO60510  

要 約  

試験委託者   

環境省  

壷塾   

2．4－ジーねr才一ヾンチルフェノールのオオミジンコ（廻乃由皿瑠Ⅵ∂）に対する急性遊泳阻害試験  

試験番号  

AO60510  

試験内容   

本試験は，「新規化学物質等に係る試験の方法について＜藻類生長阻害試験，ミジンコ急   

性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日薬食発第1121002号，平   

成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号）に準拠して実施した。  

1）供試生物：  

2）試験用水：  

3）暴露期間：  

4）暴露方式：  

5）供試生物数：  

6）試験温度：  

7）照明：  

オオミジンコ（勧J∂瓜御）  

Elendt M4medium  

48時間  

半止水式（24時間後に試験液の全量を交換）  

20頭／試験区（5頭／容器）  

20±1℃  

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗  

8）試験濃度（設定値）：  

試験区   濃度（mg／L）  

対照区  

助剤対照区一  

浪度区l●  

漣度区2■  

浪費区3－  

濃度区4－  

濃度区5－  

0．034  

0．060  

0．11  

0．19  

0．34  

公比1．8  

＊：N，N－ジメチルホルムアミド100〟L／Lを含む   

9）分析方汝： 高速液体クロマトグラフイ」、（HPLC）  

－7－  
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AO60510  

′結  果  

以下の阻害濃度は，測定値をもとに算出した。  

48時間半数遊泳阻害濃度（EC50）： 0．121mg／L（95％信頼限界：0．107～0．138mg／L）  

ー8－  
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AO60510  

FigurelConcentration－ImmobilityCurve  
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AO6051l  

要  約  

試験委琶登   

環境省  

壷塁   

2，4－ジーイ創弓「ペンチルフェノールのヒメダカ（地力∫ノ∂才わeぶ）に対する急性毒性試験  

試験番号   

AO60511  

垂験方牡   

本試験は「新鋭化学物質等に係る試験の方法について＜藻類生長阻害試験，ミジンコ急性遊  

泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日美食発第1121002号，平成15・  

11・13製局第2号，  環保企発第031121002号）に準拠して実施した。  

1）供試生物：  

2）試験用水：  

3）暴露期間ニ  

4）暴露方式：  

5）供試生物数：  

6）水温：  

7）照明：  

ヒメダカ（政γZノβ∫ノ∂亡j加∫）  

脱塩素水道水  

96時間   1  

半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換）  

10尾／試験区  

24±1℃  

壷内光，16時間明（10001ux以下）／8時間暗  

8）試験濃度（設定値）：  

試験区  濃度（mg／L）   

対照区  

助剤対照区  

濃度区l  

濃度区2  

濃度区3  

濃度区4  

濃度区5  

0．15  

0．27   

0．48   

0．84   

1．5  

公比：1．8  

助剤：ペ〃ヅメチル如ムアミド，49′lL／L（濃度一定，ただし対照区は未使用）   

9）分析方法：   高速液体クロマトグラフィー（HPLC）  

－7－   



AO60511  

室昼夢果  

被験物質濃度測定値の平均値を用いて，以下の結果を算出した。   

96時間半数致死濃度（LC50）‥ 0・288mg／L（95％信頼限界：0・206～0．402mg／L）  

－8－  

32  

二項   



AO60511  

Figurel Concehtration－MortalityCurve  
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AO70112  

要  約  
試験委託者   

霧瑳省  

童堕   

3，5－ジーfer才一プチルサリチル酸の藻類（乃甜ゐ舶∫d〟er∫タブjgぶ〟ムe叩ノねね）に対する  

生長阻害試験  

試喫番号   

AO70112  

試験方法  

・本試験由「新規化学物質等に係る試験の方法について＜藻類生長阻害試乳 ミジンコ急性  

」産泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日薬食発第1121002号，平成15・  

11・13基局第2号，環保企発第031121002号）に準拠して実施した。  

1）供試生物：  

2）試験用水：  

3）暴露期間：  

4）培養方式：   

5）初期生物量：  

単細胞緑藻類（企β〟ゐ屁「血朗づdJ∂∫〝∂¢御上ねね）  

試験ガイドライン推奨培地 ′  

72時間  

止水式（開放系），振とう培養（100rpm）  

前培養した藻類 占×103。ell告／mL  

（指数増殖期の藻類乾鰻重最：1．7X10‾8mg／¢ell．n＝6）  

22℃（暴蕗期間中の変動範囲は±2℃以内）  

85～75ル即m2／s，白色蛍光灯で連続照明（液面付近）  

6）試験温度：  

7）照明：  

－7－  
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AO70112  

8）試験濃度（設定値）  

試験区  濃度（mg／L）  

対照区  

濃度区1  

濃度区2  

濃度区3  

濃度区4  

ノ「 濃度区5  

濃度区6   

公比：1．9  

9）分析括：  高速液体クロマトグラフ分析（HPLC）法  

結  果   

1）試験液および試験培養液中の被験物質濃度  

測定値の設定値に対する割合は▲ 暴露開始時の試験液において91～100％．暴露開始後   

72時間の試験培養液において83～94％であり，暴館期間中，被験物質の濃度は一意であっ  

た。  

2）生長速度の比教による阻害法度事1   

半数生長阻害濃度むC50（0－72h）： 6．82mg／L（95％信頼区間：3．68～12．6mg／L）   

最大無影響濃度NOECr（0－72h）：   8．包68mgノL  

＊1阻害濃度の算出には測定値の時間加重平均値を用いた。  

3）藻類の形態観察   

暴露開始後7が寺間の顕微鏡下での細胞形態観察の結果，対照区と比較して，濃度区3～  

5では一部の細胞に形態の膨張が認められた。濃度区6では，一部の細胞に色調の退色化が  

認められた。その他の濃度区においては巨細胞形態の変化（収斉軌膨張，破裂等）や細胞碇  

集は認められず，また，対照区との相違もなかった。  

ーg－  
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AO70112  

Figure2 Concentratiol｝hhibitionCurYeBasedonL，VaIuesCalcu］ated伽mllleOrowlhR。Ies  
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AO70113  

要 約  

革験香草孝   

環境省  

表堕   

3，5－ジーね椚仁プチルサリチル酸のオオミジンコ（伽ふね舶卯∂）に対する急性遊泳阻害試験   

試験番号  

AO70113  
＼／   

試験方法   

本試験は，r新規化学物質等に係る試験の方法について＜藻類生長阻害試験，ミジンコ急   

性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日薬食発第1121002号，平   

成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号）に準拠して実施した。  

1）供託生物：  

2）試験用水：  

3）暴虜期間：  

4）暴露方式：  

5）供試生物数：  

6）試験温度：  

7）照明：  

オオミジンコ（戊脚知力＝喝邸房  

Elelldt M4medium   

48時間  

半止水式（24時間後に試験液の全量を交換）  

20一頭／試験区（5頭／容巻）  

20±1℃  

室内光，16時間明（8001ux以下）／8時間暗  

8）・試験濃度（設定値）：  

試験区  濃度（mg／L）  

対照区  

濃度区1  

濃度区2  

濃度区3  

濃度区4  

濃度区5   
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1
 
 

公比1．8   

9）分析方法： 高速液体クロマトグラフィー（HPLC）法  

結 果   

以下の結果は，測定値をもとに算出した。   

48時間半数遊泳阻香濃度（EC50）： 3＿24mg／L（95％信頼限界 2．73～3．83mg／L）  

ー7一  
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AO70114  

要  約  

試験費飯者：環境省  

3，5－ジー地廿プチルサリチル酸のヒメダカ（伽佗J∂∫J∂f加edに対する  

急性毒性試験  

AO70114   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について＜藻類塵長阻害試乳  

ミジンコ急性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験＞」（平成15年11月21日  

薬食発第1121002号一 平成15・11・13製局第2■号，環保企発第031121002号）  

に準拠して実施した。  

表題：  

試験番号：  

試験方法：  

1）供試生物：  

2）試験用水：  

3）暴露期間：  

4）暴露方式：  

5）供試生物数：  

6）水温：  

7）照明：  

ヒメダカ（肋ッ甘ねβノ∂J如ed  

脱塩素水道水  

96時間  

半止水式（24時間毎に試験液の全量を交換）  

10尾／試験区  

24±1℃  

室内光，16時間明（ユ000111Ⅹ以下）／8時間暗  

8）試験濃度（設定値）：  

試験区  濃度（mg／L）  

対照区  

濃度区1  

礁度区2  

濃度区3  

張度区4  

濃度区5  

（
U
 
8
 
2
 
6
 
 

1
 
 
1
 
 
3
 
 
5
 
0
 
 

1
 
 

公比：L．8  

9）分析方法：   高速液体クロマトグラフ（HPLC）法  

結果：  

以下の結果は，被放物質濃度の測定値をもとに算出した。 

96時間半数致死膿度（LC50）：2．72mg／L（95％信頼限界1．76～5、50mg／L）  

－7－  
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AO70114  

Figurel Concentration－MortalityCurve  
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試験番号第19021号  

要  旨  

表 」堕   

3－アミノビリジンのタge〟1わ〟ノ∫C血色rJeJノ∂∫〟加卑〆ねねに対する生長阻害試験   

試験目的   

3－アミノビリジンの允e〃血〟J∫C血妃r∫eJノ∂ざ〟ムc叩ゴねねに対する72時間生長阻害試験を実施し，  

50％生長阻害濃度（EC50）及び最大無影響濃度（NOEC）を求め，乃e〟ゐAノrc血e∫Jeノノ8ぶリムe卑〆ねね  

の生長に対する3－アミノビリジンの毒性を明らかにすることを目的とする。   

試験方法   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日薬食発第1121002号，  

平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号一部改正 平成18年11月20日薬食発第  

1120001号，平成18・・11・13製局第2号，環保企発第061120001号）」，別添 藻類生長阻害試験，  

ミジンコ 急性遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅳ 藻類生長阻害試験に準拠した。   

1）被験物質：3－アミノビリジン  

2）試験生物＝jbeudoklz・ChDerlel］a sL］bc甲1tBta・（ATCC22662株）  

3）暴露（培養）方式：振とう培養法（100r／min）  

4）暴露期間：72時間  

5）試験濃度（設定値）：対照区，、0．010，0．022，0．046，0．10，0．22，0．46，1．0及び2．2mg／1  

（公埠；2．2）  

6）初期細胞濃度：約1．0×104cells／ml（乾燥重量；0．28mg／1）  

7）連  数‥3連／1試験区（ただし，対照区は6達とした。）  

8）試験溶液量：100ml／1連  

9） 試験水温：23．6～24．5℃  

10）照  明：85～891上mOl／m2／s（白色の蛍光灯を用い，連続的かつ均一に照射した。）  

11）試験溶液のpl】：7．5～8．0（pH調整は行わなかった。）  

12）培  地：OECD化学品テストガイドライン201Freshwateit Alga and Cyanobacteria，Growth  

Inhibition Test（20O6）に示された培地を使用した。滅菌後の試験培地のpHは7．9  

であった。  

13）分析払：高速液体クロマトグラフ法  

3／33  
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試験番号第19021号  

結  果   

結果の算出は，暴露開始時及び暴露終了時の各試験溶薇中の被験物質濃度の測定値から，幾何  

平均により求めた平均測定濃度を用いて行った。  

72時間後の50％生長阻害濃度（EC5。）及び最大無影響濃度（NOEC）   

1）ErC5。（0－72hr）ニ0．73mg／1（95％信頼限界；0．58～0．95叩／1）［Logit法］  

2）NOEC（速度汝0－72hr）：0．051mg／1（Dunnettの多重比餃検定）  

4／33  
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試験番号第19021号  
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試験番号第19022号  

要  旨  

葬 題  

3－アミノビリジンのオオミジンコに対する急性遊泳阻害試験  

試験目的   

3－アミノビリジンのオオミジンコに対する48時間急性遊泳阻害試験を実施し，50％遊泳阻害濃  

度（EC5。）を求め，オオミジンコの遊泳に対する3－アミノビリジンの毒性を明らかにすることを目  

的とする。   

ノ  

試験方法   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日菜食発第1121002号，  

平成15・1l・13製局第2号，環保企発第031121002号）」，別添 藻類生長阻害試験，ミジンコ急性  

遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅴ ミジンコ急性遊泳阻害試験に準拠した。  

1）被験物質：3－アミノビリジン  

2）試験生物：オオミジンコ（伽血∫∂〃∂占Ⅵd  

3）暴露方式：止水式  

4） 暴露期間：48時間  

5）試験濃度（設定値）：対照区，0．46，1．0，2．2，4．6，10，22及び46mg／1（公比；2．2）  

6） 試験個体数：20頭／試験区（5頭4連）  

7） 試験溶液盈：100ml／1達  

8） 試験水温：19．8～20，9 ℃  

9） 溶存酸素濃度：8．3～臥9mg／1（暴露期間中，3mg／1以上を維持した。また，エアレ、－－－－ション  

は実施しなかった。）  

10）pH ：7．9～8．1（試験溶液のpH調整は行わなかった。）  

11）照  明：室内光，16時間明／8時間暗  

12）▲給  餌：無給餌  

13） 

した脱塩素水  

14）分析法：高速液体クロマトグラフ法  
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結  果   

結果の算出軋 各試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何平均により求めた平均測定濃  

度を用いて行った。  

48時間後の50％遊泳阻害濃度（EC5。），0％遊泳阻害最高濃度及び100％遊泳阻害最低濃度  

1）50％遊泳阻害濃度（EC5。）：7．1mg／1（95％信頼限界；5．1～10mg／1） 

2）0％遊泳阻害最高濃度：1．04mg／1 
1   

3）100％遊泳阻害最低濃度：47．6mg／1以上  

4／29  
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Table8．pH values of test solution  

Mean＊ of  
measured  

concentration   

（mg／1）  

Nominal  

COnCentration   

（mg／1）  

O hour  48 hours   

0．46   

1．0  

2．2  

4．6   

10   

22   

46   

0．48   

1．04  

2．33  

4．81   

10．4   

23．1   

47．6  

8．0   

8．0   

8．0   

8．0   

8．0   

8．0   

8．1  

7．9   

7．9   

7．9   

7．9   

7．9   

7．9   

7．9  
■      ご■  ■                                          －－        M－●一一－一一一一▲－  ．．．1 」 ＿  

Contro1  7．9  7．9  

＊ geometric mean  
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Figurel，Concentration－immobility curve  
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要  旨  
、   

裏 革  

3一アミノビリジンのヒメダカに対する急性毒性試験  

試験目的   

3－アミノピリジンのヒメダカに対する96時間急性毒性試験を実施し，50％敦死濃度（LC5。）を求  

め，ヒメダカに対する3－アミノビリジンの毒性を明らかにすることを目的とする。  

帯革夏草   

本試験は「新規化学物質等に係る試験の方法について（平成15年11月21日薬食発第1121002号，  

平成15・11・13製局第2号，環保企発第031121002号）」，別添 藻類生長阻害試験，ミジンコ急性  

遊泳阻害試験及び魚類急性毒性試験，Ⅵ 魚類急性毒性試験に準拠した。  

1）被験物質：3－アミノビリジン  

2）試験生物：ヒメダカ（触ね∫ノ∂才わed  

3）暴露方式：半止水式（24時間ごと全量換水）  

4）暴露期間：96時間  

5）試験濃度（設定値）：対照区，3．2，4．2，5．6，7．5，10及び13mg／1（公比；1．3）  

6）試験個体数：10尾／試験区  

7）試験溶液量：101／試験区（収容密度；0．11g／1）  

8） 試験水温：23．0～24．0℃  

9）溶存酸素濃度‥6・1～8・3mg／1（暴露期間中，飽和溶存酸素濃度の60％以上を維持した。また，  

エアレーションは実施しなかった。）  

10）pH：7・，・6～8・1（試験溶液のpH調整は行わなかった。）  

11）照  明：室内光，16時間明／8時間暗  

12ト給  餌：無給餌  

13）試験用水＝水道水（東京都多摩市）を活性炭処理し，残留塩素等を除去した乳十分通気  

した脱塩素水  

14）分析法：高速液体クロマトグラフ法  

く＼   
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結  果   

結果の算出は，各試験溶液中の被験物質濃度の測定値から，幾何平均により求めた平均測連携  

度を用いて行った。  

96時間後の50％致死濃度（LC5。），0％死亡最高濃度及び100％死亡最低濃度  

l）50％致死濃度（LC5。）：8・6皿g／l（95％信頼限界；7．7～9，6mg／l）［pr。bit法］   

2）0％死亡最高濃度：5．67mg／1   

3）100％死亡最低濃度：13．5mg／1  
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Figurel． Concentratiorl－mOrtality curve  
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